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第 17 回都市計画道路殿町羽田空港線ほか道路改築工事に関わる河川河口の環境アドバイザー会議 概要 

４．鳥類 

（１）調査目的 

 

（２）調査内容 

 

（３）調査手法 

 

（４）調査地点 

 

（５）調査時期 

 

 

（６）－1 調査結果 秋季 

１）典型種の出現状況 

 
表 4-1 典型種一覧表（アセス時(H27 年度)～R４年度秋季） 

 

２）典型種の出現種数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-1 典型種・全体の出現状況（アセス時との比較：秋季） 
 
 
 
 
 
 
 
 

<R４.9.9 最干時の干潟の状況>  

渡り

H27.9.4 H27.9.14 H28.8.29 H28.9.7 H29.8.21 H29.9.7 H30.8.27 H30.9.11 R1.9.1 R1.9.13 R2.8.20 R2.9.3 R3.8.24 R3.9.7 R4.8.26 R4.9.9
1 カモ カモ カルガモ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 スズガモ 冬鳥 ○
3 チドリ チドリ ダイゼン 旅鳥 ○
4 ムナグロ 旅鳥 ○ ○
5 コチドリ 夏鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 シロチドリ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 メダイチドリ 旅鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 セイタカシギ セイタカシギ 旅鳥 ○
9 シギ タシギ 冬鳥 ○
10 オオソリハシシギ 旅鳥 ○
11 チュウシャクシギ 旅鳥 ○ ○
12 ホウロクシギ 旅鳥 ○
13 アオアシシギ 旅鳥 ○ ○ ○
14 クサシギ 冬鳥 ○
15 キアシシギ 旅鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 ソリハシシギ 旅鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 イソシギ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 キョウジョシギ 旅鳥 ○ ○ ○ ○
19 ハマシギ 冬鳥
20 オバシギ 旅鳥 ○
21 トウネン 旅鳥 ○
22 カモメ ユリカモメ 冬鳥 ○ ○
23 ウミネコ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 セグロカモメ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 オオセグロカモメ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 コアジサシ 夏鳥 ○

7種 11種 12種 15種 7種 10種 10種 8種 12種 9種 8種 8種 10種 7種 8種 7種

9種

*1：種名及び配列は「日本産鳥類目録改訂第7版（編　日本鳥学会2012年）」に基本的に準拠した。
*2：渡り区分については、「新版　日本の野鳥」（叶内拓哉他、2014年）に基本的に準拠した。

17種 12種 10種 13種 9種 10種
合計 2目 5科 26種

12種

No.
分類*1

目名 科名 種名
R1年度 R2年度 R3年度

調査実施年度および調査日

区分*2
アセス時(H27年度) H28年度 H29年度 H30年度 R4年度

●鳥類の分布状況や行動(飛翔、摂餌等)を確認し、橋梁工事及び架設完了後の影響について把握する。 

 

●種名、個体数、確認位置、確認環境、行動 

●典型種*（シギ･チドリ類、カモメ類、カモ類）に着目した調査を実施 

●個体数の変化や行動（飛翔高度や行動追跡など） 

●干潟の干出状況によって、シギ・チドリ類の出現状況が異なる為、各1日当たり早朝から夕方までの日中に

おいて、満潮時・干潮時・上げ潮時・下げ潮時の時間帯を対象に4回調査（概ね3時間間隔で調査実施）。 

*典型種：多摩川河口域と干潟環境を選好する典型的な鳥類種 

 

●計画区間を中心に、橋の上流側から下流側まで広域に実施 

 

●鳥類調査は、春季～冬季の 5 回（春季、秋季の渡り時期は 2 回/季）とし、秋季は令和４年 8 月 26 日及び 

9 月 9 日、冬季は令和５年２月７日に実施した。 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

春季：令和4年4月19日、5月15日

秋季：令和4年8月26日、9月9日

冬季：令和5年2月7日

●：調査実施

項目 回数 調査実施日
2022年(令和4年) 2023年(令和5年)

鳥類 5回 ● ● ●● ●

●R4 年度秋季における典型種の確認種数は 9 種で、R2,3 年度と同程度であった（表 4-1 参照）。 

●シギ･チドリ類は、キアシシギ、ソリアシシギ、イソシギ、シロチドリが継続的に確認されている。一方、比

較的継続的に確認されているメダイチドリは確認されなかった。 

●カモメ類は、ウミネコ、オオセグロカモメが継続的に確認されている。 

●カモ類は、カルガモが継続的に確認されている。 

*グラフ内の数値は種数を示す。

●秋季の典型種の出現種数について、シギ･チドリ類はアセス時～R４年度にかけて大きな変動なく推移してい

る。 
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（６）－2 調査結果 冬季 

１）典型種の出現状況 

 

 

表 4-2 典型種一覧表（アセス時(H27 年度)～R４年度冬季） 

 

 

２）典型種の出現種数推移 

 

 

 
図4-1 典型種・全体の出現状況（アセス時との比較：冬季） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

<R5.2.7 最干時の干潟の状況> 

 

渡り

アセス時 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

H27.1.29 H28.1.19 H30.1.30 H31.2.18 R2.2.11 R3.2.10 R4.2.3 R5.2.7

1 カモ カモ オカヨシガモ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ヒドリガモ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 マガモ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 カルガモ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 オナガガモ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 コガモ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ホシハジロ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 キンクロハジロ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 スズガモ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ホオジロガモ 冬鳥 ○ ○

11 ビロードキンクロ 冬鳥 ○

12 クロガモ 冬鳥 ○

13 カワアイサ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○

14 ウミアイサ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 カイツブリ カイツブリ カイツブリ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 カンムリカイツブリ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 ミミカイツブリ 冬鳥 ○

18 ハジロカイツブリ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ツル クイナ クイナ 冬鳥 ○

20 バン 留鳥 ○

21 オオバン 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 チドリ チドリ ムナグロ 旅鳥 ○

23 シロチドリ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 シギ タシギ 冬鳥 ○ ○ ○ ○

25 イソシギ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 ハマシギ 旅鳥 ○ ○ ○ ○

27 カモメ ユリカモメ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 ウミネコ 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 カモメ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 セグロカモメ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 オオセグロカモメ 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○

計 4目 6科 22種 23種 22種 22種 26種 23種 20種 20種

No.
分類*1

目名 科名 種名 区分*2

*1：種名及び配列は「日本産鳥類目録改訂第7版（編　日本鳥学会2012年）」に基本的に準拠した。

*2：渡り区分については、「新版　日本の野鳥」（叶内拓哉他、2014年）に基本的に準拠した。

調査実施年度および調査日

31種
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●R4 年度冬季における典型種の確認種数は 20 種で、R3 年度と同程度であった（表 4-2 参照）。 

●シギ･チドリ類は、イソシギは継続的に確認されている。一方、R3 年度に確認されているシロチドリ、タシ

ギは確認されず、ハマシギは R3 年度に引き続き確認されなかった。 

●カモメ類は、ユリカモメ、セグロカモメが継続的に確認されている。 

●カモ類は、カルガモが継続的に確認されている。 

●冬季の典型種の出現種数について、シギ･チドリ類は R３年度より減少したものの、カモメ類、カモ類はアセス

時～R４年度にかけて大きな変動なく推移している。 

*グラフ内の数値は種数を示す。
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（6）－3 調査範囲内の移動状況 秋季 

～H29～R４年度秋季調査比較～ 

 

 

図 4-2(1) 秋季の典型種移動経路集積図（H29～R1 年度） 

 

【H29 秋季】 【H30 秋季】 【R1秋季】 

【シギ・チドリ類】 

 

【カモメ類】 

 

【カモ類】 

 

 

 

 

秋季はカモ類の典型種(カルガモを除く)は確認されなかった。 

 

【シギ・チドリ類】 

 

【カモメ類】 

 
【カモ類】 

 

 

 

 

秋季はカモ類の典型種(カルガモを除く)は確認されなかった。 

【シギ･チドリ類】 

 

【カモメ類】 

 

【カモ類】 

 

 

 

 

秋季はカモ類の典型種(カルガモを除く)は確認されなかった。 

●これまでの調査結果では、典型種の上下流方向への移動を分断している状況は確認されていない（図 4-2(1),(2)参照）。 

●Ｒ４年度秋季のシギ･チドリ類は、左岸の干潟を中心に確認され、上下流方向や一部両岸を渡る移動のほか、橋梁下の通過も確認された（図 4-2(2)参照）。 

カモメ類は、右左岸及び河道中央の干潟で多数確認され、橋脚･橋梁周辺を上下流方向に大きく移動していた（図 4-2(2)参照）。 
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【R2秋季】     【R3 秋季】 【R4秋季】 

【シギ・チドリ類】 

 

【カモメ類】 

 

【カモ類】 

 

【シギ・チドリ類】 

 

【カモメ類】 

 

【カモ類】 

 

 

 

 

秋季はカモ類の典型種(カルガモを除く)は確認されなかった。 

【シギ・チドリ類】 

 
【カモメ類】 

 
【カモ類】 

 

 

 

 

秋季はカモ類の典型種(カルガモを除く)は確認されなかった。 

図 4-2(２) 秋季の典型種移動経路集積図（R2～R4 年度）  

※R2年度秋季のカモ類典型種はスズガモ、カイツブリのみ確認 
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（6）－3 調査範囲内の移動状況 冬季 

～H29～R４年度冬季調査比較～ 

 

 

図 4-3(1) 冬季の典型種移動経路集積図（H29～R1 年度） 

  

【H29 冬季】 【H30 冬季】 【R1冬季】 

【シギ・チドリ類】 

 

【カモメ類】 

 
【カモ類】 

 

【シギ・チドリ類】 

 

【カモメ類】 

 

【カモ類】 

 

【シギ･チドリ類】 

 
【カモメ類】 

 
【カモ類】 

 

●これまでの調査結果では、典型種の上下流方向への移動を分断している状況は確認されていない（図 4-3(1),(2)参照）。 

●Ｒ４年度冬季のシギ･チドリ類は、確認個体数が少なく、上下流方向や橋梁部の通過は確認されなかった（図 4-3(2)参照）。 

カモメ類は、左岸上流部の干潟で多数確認され、橋脚･橋梁周辺を上下流方向に大きく移動していた（図 4-3(2)参照）。 

カモ類は、右左岸及び上下流の干潟で多数確認され、橋梁部の通過個体は例年同様少なかった（図 4-3(2)参照）。 
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【R2冬季】     【R3 冬季】 【R4冬季】 

【シギ・チドリ類】 

 

【カモメ類】 

 

【カモ類】 

 

【シギ・チドリ類】 

 
【カモメ類】 

 
【カモ類】 

 

【シギ・チドリ類】 

 

【カモメ類】 

 

【カモ類】 

 

 

図 4-3(2) 冬季の典型種移動経路集積図（R2～R4 年度）  
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（6）－４ 飛翔高度区分記録対象の典型種確認例数の推移 

 

 
表4-３ 飛翔高度区分記録対象の典型種の確認例数の推移 

 

   ※   は確認例数の多い種や継続的に確認されている種として文中に名前を挙げた種。 

  

渡り

冬季 冬季 冬季 冬季 冬季 冬季 冬季

5/1 5/8 9/4 9/14 1/29 5/1 5/11 8/21 9/7 1/30 5/1 5/14 8/27 9/11 2/18 4/22 5/7 9/1 9/13 2/10 4/22 5/7 8/20 9/3 2/10 4/28 5/12 8/24 9/7 2/3 4/19 5/15 8/26 9/9 2/7
1 カモ カモ オカヨシガモ 冬鳥 25 48 5 75 42 44 52

2 ヒドリガモ 冬鳥 19 35 72 2 76 2 122 125 133
3 マガモ 冬鳥 3 21 16 32 17 11
4 オナガガモ 冬鳥 2 55 100 62 51 68 45
5 コガモ 冬鳥 2 23 17 26 35 2 2 12 4 24 16 8 11
6 ホシハジロ 冬鳥 165 15 199 28 11 19 28 26 120 44
7 キンクロハジロ 冬鳥 76 12 3 94 78 15 13 291 53 123 85
8 スズガモ 冬鳥 152 434 259 386 166 32 564 241 129 209 279 101 3 460 35 6 588 1848 2 447
9 ホオジロガモ 冬鳥 3 6 2

10 ビロードキンクロ 冬鳥 3
11 クロガモ 冬鳥 3
12 カワアイサ 冬鳥 12 2 1 1
13 ウミアイサ 冬鳥 6 5 2 4 4
14 カイツブリ カイツブリ カイツブリ 留鳥 1 3 1 2 2 8 8
15 カンムリカイツブリ 冬鳥 3 8 8 35 8 4 19 6 43 17 13 45 95 7 72
16 ミミカイツブリ 冬鳥 1
17 ハジロカイツブリ 冬鳥 1 44 12 16 44 27
18 ツル クイナ クイナ 冬鳥 1 85
19 オオバン 冬鳥 2 1 21 23 6 39 9 66 29 15 84 17 88 106 7 86
20 チドリ チドリ ムナグロ 旅鳥 1 5 3 2 3 1 3
21 ダイゼン 旅鳥 2 11
22 コチドリ 夏鳥 2 6 11 13 3 1 3 4 1 1 2 3 10 2 1 12 7 10 1
23 シロチドリ 留鳥 8 3 6 80 133 76 14 65 64 8 24 2 58 13 50 1 42
24 メダイチドリ 旅鳥 32 1 199 20 106 15 8 234 96 7 55 80 48 14 60 33 30 73
25 シギ タシギ 冬鳥 1 1 2 2 2 1
26 オオソリハシシギ 旅鳥 1 2
27 チュウシャクシギ 旅鳥 7 28 1 94 79 160 67 23 141 214 104 166 104 1 88
28 アオアシシギ 旅鳥 4 38 2
29 クサシギ 冬鳥 1
30 キアシシギ 旅鳥 12 32 6 54 305 57 13 24 254 34 27 163 23 6 9 146 32 16 101 32 15 51 30 23
31 ソリハシシギ 旅鳥 2 3 8 6 10 7 18 2 14 6 5 8 5 4 3 1
32 イソシギ 留鳥 4 4 4 8 3 3 1 6 28 9 19 23 4 31 5 26 19 64 96 12 25 24 8 15 28 20 15 19 33 13 4 25 17 36 13
33 キョウジョシギ 旅鳥 6 11 119 29 64 74 7 24 68 91 4 48 10
34 トウネン 旅鳥 9 1
35 ハマシギ 旅鳥 1 80 80 1 2
36 オバシギ 旅鳥 1
37 カモメ ユリカモメ 冬鳥 2 6 177 83 3 1 181 14 274 235 277 497 78 36 1 195 19 199
38 ウミネコ 留鳥 1 16 73 4 3 197 281 10 2 229 270 41 94 538 464 3 68 29 249 351 3 87 27 390 387 37 39 457 501 1
39 カモメ 冬鳥 5 65 55 3 3 8
40 セグロカモメ 冬鳥 2 17 2 48 6 1 32 7 6 57 22 1 2 3 50 46 11 30
41 オオセグロカモメ 冬鳥 21 18 5 2 48 138 7 52 170 8 2 122 113 2 133 160 47 105 1 8 75 65 1

R4年度R2年度

目名 科名 種名*1 区分*2
春季 秋季 春季 秋季 春季No.

分類 H27年度 H29年度 R1年度

秋季 春季 秋季 春季春季 秋季

R3年度H30年度

秋季春季秋季

●R4 年度秋季の典型種の確認種について、過年度と比較すると以下の通りであった（表 4-3 参照）。 

・シギ･チドリ類 ：確認種は例年とほぼ同程度であったが、比較的継続的に確認されているメタイチドリは確認されなかった。 

・カモメ類   ：確認種は例年とほぼ同程度であり、ウミネコ、オオセグロカモメは毎年多数確認され、近年微増傾向にある。 

●R4 年度冬季の典型種の確認種について、過年度と比較すると以下の通りであった（表 4-3 参照）。 

・カモ類    ：R3 年度までの確認種及び確認例数と概ね同様であった。ハジロカイツブリは R3 年度は確認が無かったが、R4 年度は確認された。 

・シギ･チドリ類 ：R4 年度はイソシギのみの確認であった。シロチドリは確認された年と確認されなかった年がある。 

・カモメ類   ：R4 年度も、R3 年度までの確認種及び確認例数と概ね同様の傾向であった。 
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 シギ･チドリ類 カモメ類 カモ類 

秋
季 

  

冬
季 

  

（
参
考
）
春
季 

 

  

凡
例 

 
 

 

※冬季はH29年度以降、調査日1日で実施        図4-4 典型種確認例数の推移
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（6）－５ 調査範囲全体及び計画区通過時の飛翔高度 

 

秋
季 

   

[橋梁架設状況] 

●橋梁･径間架設 R2年度春季(R2.4.25)調査時 

 

 

●橋梁(中央径間架設完了) 

R2年度春季(R2.5.7)調査時以降 

 

 

●橋梁 R2年度冬季調査時以降 

 

冬
季 

   

（
参
考
）
春
季 

   

図 4-5 シギ･チドリ類の飛翔高度区分別確認状況  
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供用開始
(R4.3.12)

橋梁架設完了(R3.2.2)

橋梁架設開始(R1.9.30)
橋梁中央径間架設完了(R2.5.6)

ａ．シギ･チドリ類の飛翔高度：橋梁架設後から供用後の計画区通過時の飛翔高度は 5m 未満の割合が多く、供用後の計画区通過割合はやや減少傾向にある。 

＜調査範囲全体＞シギ・チドリ類は、中州や河岸に出現した干潟で採餌･休息し、人の接近や船の通過、トビ等大型鳥類の飛翔等に伴って移動する。その場合でも 10ｍ以上の高さを飛翔することは少なく、水面や中洲上す

れすれを移動することが多い。R４年度秋季・冬季とも 1～5m 未満の割合が多く(90%以上)であった（図 4-4 左グラフ参照）。 

＜計画区通過時＞計画区を通過した確認例数は、R4 年度秋季 4 例（冬季は確認なし）であり、いずれも 5m 未満であった。橋梁架設が完了した R3 年度よりもやや減少した（図 4-5 中央グラフ参照）。 

また、全体の確認例数のうち計画区通過の割合は、R４年度秋季は 3.9％であり、橋梁架設が完了した R3 年度よりもやや減少した（図 4-5 右グラフ参照）。 
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秋
季 

   

[橋梁架設状況] 

●橋梁･径間架設 R2年度春季(R2.4.25)調査時 

 

 

●橋梁(中央径間架設完了) 

R2年度春季(R2.5.7)調査時以降 

 

 

●橋梁 R2年度冬季調査時以降 

 

冬
季 

   

（
参
考
）
春
季 

   

図 4-6 カモメ類の飛翔高度区分別確認状況 
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橋梁中央径間架設完了(R2.5.6)

b. カモメ類の飛翔高度：橋梁架設後から供用後の計画区通過時の飛翔高度は秋季は 5m 未満、冬季は 20m 以上の割合が多く、供用後の計画区通過割合は過年度と同程度である。 

＜調査範囲全体＞カモメ類は、水面や水際での採餌や休息の他、高空の長距離移動、高空から水面への降下等様々な行動をとっている。R4 年度秋季の飛翔高度区分は 93.3％、冬季は 27.6%が 10m 未満であった。 

この傾向について、秋季は年々上昇傾向にあるが、冬季は 10m 未満の飛翔割合が最も低かった（図 4-6 左グラフ参照）。 

＜計画区通過時＞R4 年度秋季の計画区を通過した確認例は、橋梁架設完了後の R3 年度秋季と同様 10ｍ未満が多く、冬季は 20m 以上の高度で通過する確認例が多かった（図 4-6 中央グラフ参照）。 

全体の確認例数のうち計画区通過の割合は、R４年度秋季は 10～20％で概ね過年度の変動の範囲内、冬季は R3 年度冬季と同様 50%程度であった（図 4-6 右グラフ参照）。 
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秋
季 

  

カモ類(カルガモを除く)の計画区通過個体なし 

[橋梁架設状況] 

●橋梁･径間架設 R2年度春季(R2.4.25)調査時 

 

●橋梁(中央径間架設完了) 

R2年度春季(R2.5.7)調査時以降 

 

●橋梁 R2年度冬季調査時以降 

 

冬
季 

   

（
参
考
）
春
季 

   

図 4-7 カモ類(カルガモを除く)の飛翔高度区分別確認状況 
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橋梁架設開始(R1.9.30)

橋梁中央径間架設完了(R2.5.6)

c. カモ類(カルガモを除く)の飛翔高度：R4 年度冬季の計画区通過時の飛翔高度は秋季は地上・水面付近が多く、供用後の計画区通過割合は過年度と同程度である。 

＜調査範囲全体＞R4 年度秋季は確認例がなかった。R4 年度冬季の飛翔高度区分は過年度同様 5m 未満が 90%以上であった（図 4-7 左グラフ参照）。 

＜計画区通過時＞R4 年度冬季の計画区通過の確認例は過年度同様 5m 未満が多く、全体の確認例数のうち計画区通過の割合は過年度同様 5%程度であった（図 4-7 中央及び右グラフ参照）。 
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[シギ･チドリ類] [カモメ類] [カワウ･サギ類] 

R2年度秋季 

 

R2年度秋季 

 

R2年度秋季 

 
R3年度秋季 

 

R3年度秋季 

 

R3年度秋季 

 
R４年度秋季 

 

R４年度秋季 

 

R４年度秋季 

 

図4-7(1) 計画区通過時の飛翔高度の断面模式図(秋季) 

 
 ※橋梁通過前後の行動(橋梁と同程度の高度で移動し、旋回して高度を上げてから橋梁上を通過する等)も含む。 

※カワウ･サギ類は典型種ではないが、飛翔阻害の有無を判断するサンプルとしてデータを採った。 
 ※カモ類(カルガモを除く)は確認されなかった。 

  

d－1. 計画区通過時の飛翔高度（断面図） 秋季 

・R4 年度秋季のシギ･チドリ類は、左岸の橋梁下を通過する個体が少数確認されたのみであった。 

・R4 年度秋季のカモメ類及びカワウ･サギ類とも、過年度より確認例数は少ないものの、過年度と同様、橋梁の上下を偏り無く通過していた。 

・調査対象の各種とも、供用後の橋梁上の通過しており、引き続きバードストライクの影響について調査で確認していく（現時点では、調査時にバートストライクは確認されていない）。 

R3 年度以前 凡例 

 

R4 年度 凡例 
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[シギ･チドリ類] [カモメ類] [カモ類] [カワウ･サギ類] 

R2年度冬季 

 

R2年度冬季 

 

R2年度冬季 

 

R2年度冬季 

 

R3年度冬季 

 

R3年度冬季 

 

R3年度冬季 

 

R3 年度冬季 

 

R４年度冬季 

 

R４年度冬季 

 

R４年度冬季 

 

R４年度冬季 

 

図4-7(2) 計画区通過時の飛翔高度の断面模式図(冬季)  

 
 ※橋梁通過前後の行動(橋梁と同程度の高度で移動し、旋回して高度を上げてから橋梁上を通過する等)も含む。 

※カワウ･サギ類は典型種ではないが、飛翔阻害の有無を判断するサンプルとしてデータを採った。 
 

d－2. 計画区通過時の飛翔高度（断面図） 冬季 

●開通後の令和 4 年度は、橋梁の上部と下部を通過する様子が確認され、橋梁部の道路交通状況に順応していると考えられる。 

・R4 年度冬季のシギ･チドリ類は、橋梁部を通過する個体は確認されなかった。 

・R4 年度冬季のカモメ類は、過年度と異なり、橋梁の上空通過が多かった。 

・R4 年度冬季のカモ類及びカワウ･サギ類とも、橋梁部の通過高さは過年度とほぼ同様であった。 

・調査対象の各種とも、供用後の橋梁上の通過しており、引き続きバードストライクの影響について調査で確認していく（現時点では、調査時にバートストライクは確認されていない）。 

R3 年度以前 凡例 

 

R4 年度 凡例 
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５．魚類 

（１）調査目的 

 

（２）調査内容 

 

（３）調査手法 

 

（４）調査地点 

 

（５）調査時期 

 

 

（６）調査結果  

【重要種出現状況】 

 
 

表５-1 魚類重要種確認状況（秋季） 

 
*1：種名及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～令和3年度版～（水情報国土管理センター、2021）」に準拠した。 

*2：重要種の選定基準:①文化財保護法、②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律、③環境省レッドリスト、 

  ④東京都レッドデータブック、⑤神奈川県レッドデータブック。区分については資料編参照。  

*3：ツマグロスジハゼは、スジハゼに包括されて評価されているため、スジハゼと同様の評価とした。 

 
表５-２ 魚類重要種確認状況（冬季） 

 
*1：種名及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～令和3年度版～（水情報国土管理センター、2021）」に準拠した。 

*2：重要種の選定基準:①文化財保護法、②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律、③環境省レッドリスト、 

  ④東京都レッドデータブック、⑤神奈川県レッドデータブック。区分については資料編参照。  

 

注）R3年度までは、計画区の上流と下流を含む計5地点で調査を実施していた。 

なお、R4年度と同じ3地点における調査結果を次ページに示す。 
 

  

H27年度 H29年度 H30年度 H31年度 R02年度 R03年度 R04年度
目名 科名 種名 秋季 秋季 秋季 秋季 秋季 秋季 秋季 ① ② ③ ④ ⑤

1 コイ コイ オイカワ 淡水 ○ ○ DD

2 マルタ 遡河回遊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT VU
3 ウグイ 遡河回遊 ○ ○ ○ ○ ○ NT
4 サケ シラウオ イシカワシラウオ 海水 ○ CR
5 ボラ ボラ メナダ 海水 ○ ○ VU DD
6 スズキ タイ キチヌ 海水 ○ DD
7 ヒモハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ NT DD
8 アシシロハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ NT
9 アベハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ NT
10 マサゴハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ VU VU DD
11 ヌマチチブ 両側回遊 ○ NT
12 チチブ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ NT
13 ウロハゼ 汽水 ○ ○ 注目

14 ツマグロスジハゼ    *3 海水 ○ ○ DD
15 ヒメハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ NT
16 ビリンゴ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT
17 チクゼンハゼ 汽水 ○ ○ VU
18 エドハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ VU VU DD

合計 4目 4科 18種 - 7種 10種 10種 6種 13種 13種 7種 0種 0種 4種 13種 8種

重要種の選定基準*2

No.
分類*1

生活型

調査実施時期

H29年度 H30年度 H31年度 R02年度 R03年度 R04年度
目名 科名 種名 冬季 冬季 冬季 冬季 冬季 冬季 ① ② ③ ④ ⑤

1 スズキ ハゼ ヒモハゼ 汽水 ○ NT DD

2 アシシロハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ NT
3 アベハゼ 汽水 NT
4 マサゴハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ VU VU DD
5 ヌマチチブ 両側回遊 NT
6 チチブ 汽水 ○ ○ NT
7 ヒメハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ NT
8 スミウキゴリ 両側回遊 ○ ○ ○ NT
9 ウキゴリ 両側回遊 ○ NT
10 ビリンゴ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT
11 チクゼンハゼ 汽水 ○ ○ VU
12 エドハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ VU VU DD
13 クロユリハゼ サツキハゼ 汽水 DD

合計 1目 2科 13種 - 7種 6種 5種 7種 7種 4種 0種 0種 4種 9種 4種

No.
分類*1

重要種の選定基準*2調査実施時期

生活型

●計画区間周辺に出現する魚類の出現状況を確認し、工事による影響を把握する。 

●タイドプールに出現する魚類の生息状況を確認する。 

●出現数、個体数、サイズ（写真にて計測）、生息環境（水温、塩分、ＤＯ） 

 

●地曳網（袖口：目合 2mm,袖長：4m,開口部：目合 0.8mm,開口部幅：4.0m,奥行：4.5m） 

:干潟汀線：25m×3 回/地点 

●タモ網・金魚網（口径：15 cm 目合：0.5mm） 

：干潟上のタイドプール*（10m×10m）×2 箇所/地点、努力量：1 人 10 分程度 

●投網（目合い 12mm,18mm）：10 回/地点 

●刺網（長さ：20m 網丈：1.2m 目合：15mm）：1 ヵ所一晩設置 

*タイドプール：潮が引くとできる小さな水たまりのことで、本調査では干潟上の窪みに形成される水たまりをタイドプールとした 

●計画区周辺の左岸・中央・右岸で調査を実施 

 

●魚類調査は、魚類の生活史*に合わせて年 4 回、大潮時に実施する。春季は令和 4 年６月 1～2 日、夏季は令和

４年８月 25～26 日、秋季は令和 4 年 10 月 6～7 日、冬季は令和５年２月 23～24 日に実施した。 

*生活史：産卵期～仔魚期～稚魚期～幼魚期～成魚期などのライフサイクルのこと 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

春季：令和4年6月1～2日

夏季：令和4年8月25日～26日

秋季：令和4年10月6～7日

冬季：令和5年2月23～24日

●：調査実施

調査地点等

魚類 4回 ● ● ● ●
3地点(対象路線の左
岸･中央･右岸)

項目 回数 調査実施日
2022年(令和4年) 2023年(令和5年)

●秋季の重要種は、ハゼ科及びコイ科のほか、シラウオ科、ボラ科、タイ科の各種が確認された。 

冬季の重要種は、ハゼ科のみであった。 

・秋季の重要種は、マルタ、ウグイ、ヒモハゼ、マサゴハゼ、チチブ、ビリンコが継続して確認された。ま

た、秋季としてはアベハゼが平成31年度以来に確認された（春季調査でも平成31年度以来確認）。 

・冬季の重要種は、アシシロハゼ、ビリンゴ、エドハゼが継続して確認され、チクゼンハゼはR3年度に引き

続き確認された。例年確認されていたマサゴハゼ、ヒメハゼが確認されなかった。 
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■参考：本年度の調査地点（計画路線付近：左岸・中央・右岸）における重要種の出現状況 

 
 

表 魚類重要種確認状況（秋季） 

 
 

表 魚類重要種確認状況（冬季） 

 
 

*1：種名及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト～令和3年度版～（水情報国土管理センター、2021）」に準拠した。 

*2：重要種の選定基準:①文化財保護法、②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律、③環境省レッドリスト、 

  ④東京都レッドデータブック、⑤神奈川県レッドデータブック。区分については資料編参照。  

*3：イソミミズハゼは、ミミズハゼに包括されて評価されているため、ミミズハゼと同様の評価とした。 

*4：ツマグロスジハゼは、スジハゼに包括されて評価されているため、スジハゼと同様の評価とした。 

※重要種の選定基準は資料編参照。 

 
 

H27年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 R04年度
目名 科名 種名 秋季 秋季 秋季 秋季 秋季 秋季 秋季 ① ② ③ ④ ⑤

1 コイ コイ マルタ 遡河回遊 ○ ○ ○ NT VU
2 ウグイ 遡河回遊 ○ NT
3 ボラ ボラ メナダ 海水 ○ ○ VU DD
4 スズキ ハゼ ヒモハゼ 汽水 ○ ○ ○ NT DD
5 アシシロハゼ 汽水 ○ ○ ○ NT
6 アベハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ NT
7 マサゴハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ VU VU DD
8 ヌマチチブ 両側回遊 ○ NT
9 チチブ 汽水 ○ ○ ○ NT
10 ウロハゼ 汽水 ○ 注目

11 ヒメハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ NT
12 ビリンゴ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ NT
13 エドハゼ 汽水 ○ ○ ○ VU VU DD

合計 3目 3科 13種 - 6種 6種 4種 4種 7種 6種 7種 0種 0種 3種 10種 7種

調査実施時期 重要種の選定基準*3
No.

分類*1
生活型

H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 R04年度
目名 科名 種名 冬季 冬季 冬季 冬季 冬季 冬季 ① ② ③ ④ ⑤

1 スズキ ハゼ ヒモハゼ 汽水 ○ NT DD
2 アシシロハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ NT
3 マサゴハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ VU VU DD
4 ヒメハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ NT
5 スミウキゴリ 両側回遊 ○ NT
6 ビリンゴ 汽水 ○ ○ ○ ○ ○ NT
7 チクゼンハゼ 汽水 ○ VU
8 エドハゼ 汽水 ○ ○ ○ ○ VU VU DD

合計 1目 1科 8種 - 3種 3種 5種 5種 5種 4種 0種 0種 4種 5種 4種

調査実施時期 重要種の選定基準*3
No.

分類*1
生活型

●令和4年秋季の重要種数は、アセス時（H27年度）及び過年度と比較して、過去最大種数が確認された。 

●令和4年冬季の重要種数は、アセス時（H27年度）と比較して増加が確認された。令和3年度と比較して

も、確認種に違いはあるものの、種数に大きな変化は確認されなかった。 
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図５-1 生活史型ごとの出現種数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-2 地曳網調査で出現した種数と科別の個体数（グラフ内の種名は比較的多く確認された種）
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●R4年度秋季は、計画区左岸では例年とほぼ同じく海水性(サッパ、マアジ等)、汽水性(マハゼ、ビリンゴ等)、遡河回遊性(マルタ、ウグイ)の種が確認されたが、計画区右岸は汽水性の種(マハゼ等)のみ確認された。 

●R4年度冬季は、計画区左岸では汽水性の種(マハゼ)のみ確認され、計画区右岸では例年とほぼ同じく海水性(ボラ、スズキ)、汽水性(マハゼ、チクゼンハゼ等)の種が確認された他、両側回遊性(アユ)の種も確認された。 

＜地曳網調査結果＞図5-2参照 

●R4年度秋季は、計画区左岸では主にハゼ科、計画区右岸では主にシラウオ科の種が確認された。 

●R4年度冬季は、計画区左岸ではハゼ科、計画区右岸では主にアユ科やハゼ科の種が確認された。 
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【アセスとの比較】 

 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）R3年度までは、計画区の上流と下流を含む計5地点で調査を実施していた。なお、R4年度と同じ3地点における調査結果を次ページに示す。 

図5-３ 全調査地点における魚類確認種数
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9

H27 H29 H30 R1 R2 R3 R4
1 フグ科 1
2 カレイ科 1 1
3 ヒラメ科 1
4 ハゼ科 5 11 11 12 13 15 10
5 イソギンポ科 2
6 メジナ科 1
7 タイ科 1 2 1 1 2 2
8 ヒイラギ科 1 1 1 1
9 スズキ科 1 1 2 1 1 1
10 コチ科 1 1 1 1
11 サヨリ科 1 1 1
12 ボラ科 2 1 2 1 1 1 1
13 ヨウジウオ科 1 1
14 アユ科 1 1 1 1
15 コイ科 1 1 1 1 1 1 1
16 カタクチイワシ科 1 1 1 1
17 ニシン科 1 1 2 2 1 1 2
18 ウナギ科 1
19 アカエイ科 1
- 19科 14 22 21 26 24 26 16

春季

※数字は種数。

No 分類
H27 H29 H30 R1 R2 R3 R4

1 フグ科 1 1
2 ギマ科 1 1 1 1
3 クロユリハゼ科 1 1
4 ハゼ科 10 14 8 10 12 13 4
5 イソギンポ科 1 1 1 1 1
6 シマイサキ科 2 2
7 キス科 1 1 1
8 ニベ科 1 2
9 タイ科 2 1 1 1 1 1 1
10 イサキ科 1 1 1
11 クロサギ科 2
12 ヒイラギ科 1 1 1 1 1
13 アジ科 1
14 スズキ科 1 1 1 1 1
15 コチ科 1 1 1 1 1 1 1
16 サヨリ科 1 1
17 トウゴロウイワシ科 1 1 1 1 1 1
18 ボラ科 2 2 1 2 2 2 1
19 ヨウジウオ科 1
20 コイ科 1 2 3 1 3 2 1
21 カタクチイワシ科 1 1 1 1 1
22 ニシン科 2 1 2 2 2 2 2
23 イセゴイ科 1
24 カライワシ科 1 1 1
25 アカエイ科 1 1
- 25科 22 28 26 28 29 36 14

※数字は種数。

夏季
No 分類 H27 H29 H30 R1 R2 R3 R4

1 カマス科 1 1
2 ハゼ科 8 11 8 6 12 11 7
3 ネズッポ科 1
4 イソギンポ科 1
5 シマイサキ科 1 1 1
6 ニベ科 1 1 1
7 タイ科 1
8 ヒイラギ科 1 1 1 1 1
9 アジ科 1 1 1 1
10 スズキ科 1 1 1
11 コチ科 1 1 1 1 1
12 トウゴロウイワシ科 1 1
13 ボラ科 1 1 1 1 2 2 1
14 ヨウジウオ科 1 1 2 1
15 シラウオ科 1 1
16 コイ科 1 1 2 2 3 3 1
17 カタクチイワシ科 1
18 ニシン科 2 1 1 2 2 1 1
19 イセゴイ科 1
20 アカエイ科 1
- 20科 18 19 18 18 27 22 13

秋季

※数字は種数。

No 分類
H27 H29 H30 R1 R2 R3 R4

1 カレイ科 2 1 1
2 ハゼ科 6 10 8 7 8 8 5
3 ニシキギンポ科 1
4 タウエガジ科 1 1 1 1 1
5 ヒイラギ科 1
6 スズキ科 1 1 2 1 1 1
7 コチ科 1
8 メバル科 1 1 1
9 ボラ科 1 1 1 1 1 1
10 シラウオ科 1 1
11 アユ科 1 1 1 1 1 1 1
12 ニシン科 1
- 12科 8 16 17 13 13 14 9

冬季
No 分類
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H R R

クロサギ科 アカエイ科 カライワシ科 イセゴイ科 ウナギ科 ニシン科 カタクチイワシ科 コイ科 アユ科 シラウオ科 ヨウジウオ科 ボラ科

トウゴロウイワシ科 サヨリ科 メバル科 コチ科 スズキ科 アジ科 ヒイラギ科 イサキ科 タイ科 ニベ科 キス科 シマイサキ科

メジナ科 タウエガジ科 ニシキギンポ科 イソギンポ科 ネズッポ科 ハゼ科 クロユリハゼ科 カマス科 ヒラメ科 カレイ科 ギマ科 フグ科

●R4 年度調査では、例年同様ハゼ科の種が多く確認された。 

●R4 年度秋季では、ニベ科、タイ科、ヒイラギ科、スズキ科及びコチ科の種が確認されなかったが、シラウオ科が H30 年度秋季以来確認されたほか、カタクチイワシ科の種が初めて確認された（春季、夏季は確認有り）。 

●R4 年度冬季では、タウエガジ科、メバル科の種が確認されなかったが、R3 年度に引き続きシラウオ科が確認された。 
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■参考：本年度の調査地点（計画路線付近：左岸・中央・右岸）における一般種も含めたの出現状況 

 

  
 

 

 

 

 
 
 
 

図 5-4 全調査地点における魚類確認種数 
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98

12

H27 H29 H30 R1 R2 R3 R4
1 カマス科 1 1
2 ハゼ科 8 10 6 7 9 9 7
3 イソギンポ科 1
4 シマイサキ科 1
5 ニベ科 1 1 1
6 タイ科 1
7 ヒイラギ科 1 1 1 1 1
8 アジ科 1 1 1 1
9 スズキ科 1 1 1
10 コチ科 1 1 1 1 1
11 トウゴロウイワシ科 1
12 ボラ科 1 1 1 1 2 2 1
13 ヨウジウオ科 1 1 1
14 シラウオ科 1
15 コイ科 1 1 1 1
16 カタクチイワシ科 1
17 ニシン科 2 1 1 2 2 1 1
18 アカエイ科 1
- 18科 18 17 12 16 17 18 13

No 分類

※数字は種数。

秋季

H27 H29 H30 R1 R2 R3 R4
1 カレイ科 2 1
2 ハゼ科 6 6 6 7 6 7 5
3 ニシキギンポ科 1
4 タウエガジ科 1 1 1 1
5 ヒイラギ科 1
6 スズキ科 1 1 1 1 1 1
7 コチ科 1
8 メバル科 1
9 ボラ科 1 1 1 1 1
10 シラウオ科 1
11 アユ科 1 1 1 1 1 1 1
12 ニシン科 1
- 12科 8 12 14 10 10 11 9

※数字は種数。

No 分類
冬季

●令和 4 年秋季の確認種数は、アセス時（H27 年度）及び過年度と比較して減少しているものの、確認種の構成

に大きな変化は確認されなかった。 

●令和 4 年冬季の確認種数は、アセス時（H27 年度）と比較して増加が確認された。 

また、確認種の構成に大きな変化は確認されなかった。 

2311171637171668151482222653691215182124273030006000900012000150001800021000240002700030000

H R R

クロサギ科 アカエイ科 カライワシ科 イセゴイ科 ウナギ科 ニシン科

トウゴロウイワシ科 サヨリ科 メバル科 コチ科 スズキ科 アジ科

メジナ科 タウエガジ科 ニシキギンポ科 イソギンポ科 ネズッポ科 ハゼ科

カタクチイワシ科 コイ科 アユ科 シラウオ科 ヨウジウオ科 ボラ科

ヒイラギ科 イサキ科 タイ科 ニベ科 キス科 シマイサキ科

クロユリハゼ科 カマス科 ヒラメ科 カレイ科 ギマ科 フグ科
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【タイドプール】 

 

 
図5-5 タイドプール調査におけるマサゴハゼ、エドハゼの確認状況 
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・H29 年秋季のタイドプール調査の結果、マサゴハゼとエドハゼが優占したため、タイドプールの環境変化の有無を判断する材料として、以降の両種の確認状況を整理した（図 5-5 参照）。 

＜マサゴハゼ＞ 

●計画区左岸側：調査開始より「確認されない」もしくは「個体数が少ない」状況が継続し、R4 年度は確認されていない。 

●計画区右岸側：H29 年度秋季に 116 個体が確認されたが、その後は「確認されない」もしくは「個体数が少ない」状況が続いた。その後 R1 年 10 月調査以降、個体数にバラツキがあるものの個体が確認されるよう

になった。しかし、R3 年 10 月以降は再び個体がほぼ確認されない状況になった。 

＜エドハゼ＞ 

●計画地左岸側：H29 年度秋季の調査開始以降、時折主に春季に確認される状況が続いたが、R3 年度夏季以降はほぼ確認されない状況になった。 

●計画地右岸側：左岸側と同様の傾向である。 

なお、R4 年度春季のタイドプール調査では確認個体数が少ないものの、地曳網等の調査では、計画区左岸側で春季 43 個体、計画区右岸側で春季 21 個体、夏季 1 個体が確認されている。 
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H27年度

門 綱 目 科 種 (アセス時) 春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 ① ② ③ ④ ⑤

38 軟体動物 腹足 盤足 ワカウラツボ カワグチツボ ● ● ● ● ● NT

39 サザナミツボ サザナミツボ ● ● ● ● NT

40 カワザンショウガイ カワザンショウガイ ● ● ● NT

41 ヒナタムシヤドリカワザンショウガイ ● ● ● ● ● ● NT NT

42 ミズゴマツボ エドガワミズゴマツボ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● NT

43 イトカケガイ クレハガイ ●

44 頭楯 ブドウガイ カミスジカイコガイダマシ ● ● VU

45 二枚貝 マルスダレガイ ウロコガイ ガタヅキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● DD

46 フナガタガイ ウネナシトマヤガイ ● ● NT DD

47 シジミ ヤマトシジミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● NT DD

48 マルスダレガイ ハマグリ属 ● ● ● VU DD

49 ニッコウガイ サビシラトリガイ ● ● ● ● ● ● ● NT NT

50 オオノガイ オオノガイ オオノガイ ● ● ● NT

51 節足動物 軟甲 エビ テナガエビ ユビナガスジエビ ● DD

52 シラタエビ ● ● ● ● DD

53 スジエビ ● ● 留意

54 ホンヤドカリ ユビナガホンヤドカリ ● ● ● DD

55 スナモグリ ニホンスナモグリ ● DD

56 ベンケイガニ クロベンケイガニ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 留意

57 アカテガニ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 留意

58 ウモレベンケイガニ ● DD

59 カクベンケイガニ ● ● ● ● DD

60 ベンケイガニ ● ● ● ● ● 留意

61 モクズガニ モクズガニ ● ● ● ● 留意

62 アシハラガニ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 留意

63 コメツキガニ チゴガニ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 留意

64 コメツキガニ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 留意

65 オサガニ ヤマトオサガニ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 留意

- (モクズガニ) (ケフサイソガニ) ● ●

合計 2門 3綱 5目 19科 28種 11種 7種 17種 11種 8種 11種 16種 12種 8種 15種 13種 14種 12種 13種 0種 0種 11種 21種 0種

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度
No.

分類
H28年度

R4年度 重要種選定基準

６．底生生物 

①広域調査 

（１）調査目的 

 
（２）調査内容 

 

（３）調査手法 

 

（４）調査地点 

 

（５）調査時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）調査結果 

 
 

表 6-1 底生生物重要種一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※重要種の選定基準は参考資料参照。 

※赤字は東京都レッドリスト 2020に新規に掲載されたため整理し直したもの。ケフサイソガニは対象外となった。 

※ハマグリ属について、確認個体がハマグリである場合は表中の重要種選定基準に該当するため掲載した。 
 

 

     

カワザンショウガイ エドガワミズゴマツボ ガタヅキ ヤマトシジミ シラタエビ 

     
アカテガニ クロベンケイガニ ベンケイガニ モクズガニ アシハラガニ 

   

  

チゴガニ コメツキガニ ヤマトオサガニ   

写真 6-1 R４年度秋季調査で確認された底生生物重要種 

 

●計画区間周辺の底生生物の出現状況を確認する。 

●埋戻した干潟及び周辺の干潟や隣接する生態系保持空間の生物推移状況を把握する。 

●底生生物の種数、個体数、湿重量 

●定量調査(スミスマッキンタイヤ(河川内)、コアサンプラー(干潟))、任意観察(スコップ、タモ網等)による

採集。 

●φ15cm の円柱状のコアサンプラーを用い、底泥を深さ 20cm まで採泥し、1.0mm 目のフルイで砂泥を

濾して各地点の底生生物を採集。 

●計画区間周辺および上流部、下流部の干潟と河川内で調査を実施 

＜重要種の確認状況＞ 

●R4 年度秋季における重要種の確認種数は、例年とほぼ同様 13 種であった。 

・R4 年度秋季では、重要種としてカワザンショウガイ、エドガワミズボマツボ、ガタヅキ、ヤマトシジミ等 13

種が確認された（   ）。 

・シラタエビ及びモクズガニは、それぞれ R2 年度及び R3 年度より秋季に確認されている（   ）。 

●底生生物が多く出現する大潮時に合わせて、秋季は 10 月 6 日～8 日、および 10 月 25 日に実施した。 

 
※R3 年度春季まで工事箇所で調査できなかった 4-2-R-2、4-3-R-2 については、埋戻し完了後の R3 年度秋季より再開(干潟調査の

No.11+80m、No.8+8m と共通) 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

春季：令和4年5月30日～6月2日

秋季：令和4年
　　　10月6日～8日、25日

●：調査実施

調査地点

底生生物
(広域)

2回 ● ● 32地点

項目 回数 調査実施日
2022年(令和4年) 2023年(令和5年)
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[H29-R４年度秋季比較] 測線 1～4-1 

 

 

図 6-1(1)  底生生物確認状況の変化（各地点における H29～R4 年度秋季の比較） 測線 1～4-1 
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＜H29～R4 年度の確認種比較＞ 

●H29 年度以降、確認種は主に多毛類に変化しており、R4 年度秋季も概ねその傾向である（図 6-1(1)(2)参照）。 

●R3 年度秋季より埋め戻し後に調査を再開した 4-2-R-2 及び 4-3-R-2 では、いずれも主に多毛類が確認され、R4 年度秋季は R3 年度秋季より個体数がやや減少している（図 6-1(2)   参照）。 

また、4-2-R-2 及び 4-3-R-2 とその周辺（4-1-R-2 や 5-R-2）地点について、確認種及び個体数はほぼ同様である（図 6-1(1)(2)   参照）。 

●R4 年度秋季では、測線 1、測線 2 及び測線 6 では、多毛類のほかに貝類も一定数確認されており、そのうち測線 2 では中央部（2-C-1，2-C-2）で貝類の割合が増加している（図 6-1(1)(2)，図 6-2(1),(2)参照）。 

※平成 29年度春季は、全地点方形枠(30cm×30cm×10cm)使用 

※平成 29年度秋季以降は、各測線の -C-1 の地点はスミスマッキン(22cm×22cm×10cm)、それ以外はコアサンプラー(直径 15cm×深さ 20cm)使用 
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[H29-R４年度秋季比較] 測線 4-2～6 

 

 

 

図 6-1(2)  底生生物確認状況の変化（各地点における H29～R4 年度秋季の比較） 測線 4-2～6 
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※平成 29年度春季は、全地点方形枠(30cm×30cm×10cm)使用 

※平成 29年度秋季以降は、各測線の -C-1 の地点はスミスマッキン(22cm×22cm×10cm)、それ以外はコアサンプラー(直径 15cm×深さ 20cm)使用 
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[参考 H29～R4 年度春季比較] 測線 1～4-1 

 

 

 

図6-2(1) 底生生物確認状況の変化(各地点におけるH29～R４年度春季の比較) 測線1～4-1 
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●埋戻し完了後に調査再開した 4-2-R-2 及び 4-3-R-2 では、カワゴカイ属の種を中心に多毛類が多く確認された。 

※平成 29年度春季は、全地点方形枠(30cm×30cm×10cm)使用 

※平成 29年度秋季以降は、各測線の -C-1 の地点はスミスマッキン(22cm×22cm×10cm)、それ以外はコアサンプラー(直径 15cm×深さ 20cm)使用 
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[参考 H29～R3年度春季比較] 測線4-2～6 

 

 

 

図6-2(2) 底生生物確認状況の変化(各地点におけるH29～R４年度春季の比較) 測線4-2～6 
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※平成 29年度春季は、全地点方形枠(30cm×30cm×10cm)使用 

※平成 29年度秋季以降は、各測線の -C-1 の地点はスミスマッキン(22cm×22cm×10cm)、それ以外はコアサンプラー(直径 15cm×深さ 20cm)使用 
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図6-3 出水前後の底生生物出現状況と粒度組成の変化 
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＜東日本台風前後の出現状況＞ 

 過年度より中州（3-C-2）、左岸干潟（4-2-C-1）、河川内（4-2-L-1）に着目し、東日本台風後の底生生物相の変化を把握してきた。 

●東日本台風直後の 3-C-2 や 4-2-C-1、4-2-L-1 では、ほぼニッポンドロソコエビのみの状態であったが、R2 年度春季以降多毛類を中心に貝類も存在する状況が継続している（図 6-3 参照）。 
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注 1）グラフの数値は個体数（1 ㎡あたり換算）。各調査期で調査地点数が異なるため、平均値を示している。 
注 2）ヤマトスピオは、広域調査地点で確認がなかったためグラフ上は確認なし（=0 個体）としているが、干潟調査地点の No.11+30 で 1 個体を確認している。 
 

図 6-4 底生生物典型種の確認個体数の推移 
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＜典型種の確認個体数の変化＞ 

 第 1 回の会議で、多摩川河口域の底生生物相の変化を指標的に把握できる種としてヤマトシジミ、ヤマトカワゴカイ、ヤマトスピオの 3 種が挙げられたことから、底生生物調査で確認された 3 種を典型種として個体数

変化について整理している（図６-4 参照）。 

 

■ヤマトシジミ 

●調査を開始した H29 年度春季以降、徐々に個体数は減少し、東日本台風を境に一段と減少傾向が強まった。その後、R4 年度秋季まで確認個体数はほぼ変化がなく、少ない傾向にある（図 6-4 左図参照）。 

 (*)R1 年度秋季調査は東日本台風前に実施。 

■ヤマトカワゴカイ 

●調査を開始した H29 年度春季から H30 年度秋季までほとんど確認されなかったが、R1 年度春季以降、R4 年度秋季まで増減を繰り返しながら確認されている。 

 ※ヤマトカワゴカイの確認個体数について、本調査範囲に生息するカワゴカイ属はヤマトカワゴカイのみと推定されるため、カワゴカイ属までしか同定出来なかった個体も合わせて集計している。 

■ヤマトスピオ 

●調査を開始した H29 年度春季以降、確認個体数は春季に多く、秋季に減少するという増減を繰り返しながら、継続的に確認されている。 

なお、R4 年度秋季は干潟調査地点の No.11+30 で 1 個体を確認している。 

東日本台風
R1.10.12 
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図 6-5(1) 底生生物典型種の確認状況と粒度組成 

＜底生生物典型種の確認状況＞ 

■ヤマトシジミ 

●R4 年度秋季、ヤマトシジミは全 32 地点中 8 地点で個体が確認された。 

・中州の調査地点（1-C-2、2-C-2、3-C-2）では、東日本台風により中州が縮小する前までは多数の個

体が確認されていたが、中州の縮小により、R2 年度春季以降は R3 年度春季に 1-C-2 及び 2-C-2 で

14 個体/m2、R4 年度春季に 3-C-2 で 14 個体/m2 確認されたのみである（図 6-5(1),(2)参照）。 

・R4 年度秋季、左岸側では 1-L-1、4-2-L-1、4-3-L-1 及び 5-L-1 で個体が確認された。 

（図 6-5(1),(2)参照） 

・R4.年度秋季、右岸側では 3-R-1、4-1-R-2、4-3-R-1 及び 5-R-1 で個体が確認された。このうち

5-R-1 以外の 3 地点では、少ないながら継続的に個体が確認されている。 

（図 6-5(1),(2)参照） 

■ヤマトカワゴカイ 

●R4 年度秋季、ヤマトカワゴカイ（カワゴカイ属までしか同定出来なかった個体も含む）は全 32 地点中

20 地点で確認された。 

・季節変動はあるものの、左岸（4-3-L-1）、右岸（4-3-R-1）及び中央部（1-C-1、2-C-2）は個体

数が多い傾向にある（図 6-5(1),(2)参照）。 

・左岸側（5-L-1 及び 6-L-1）及び中央部（4-1-C-1、4-2-C-1、4-3-C-1、5-C-1、6-C-1）は個

体数は少ない傾向にある（図 6-5(1),(2),(3)参照）。 

■ヤマトスピオ 

●R4 年度秋季、ヤマトスピオは全 32 地点で確認されなかった。 

※干潟の調査地点では、No.11+30m で 1 個体確認されている。 

・季節変動はあるものの、右岸側（4-1-L-1 及び 5-R-1）及び中央部（2-C-2）は個体数が多い傾向に

ある（図 6-5(2)参照）。 

・ヤマトカワゴカイと同様、左岸側（5-L-1 及び 6-L-1）及び中央部（4-1-C-1、4-2-C-1、4-3-C-1、

5-C-1、6-C-1）は個体数は少ない傾向にある（図 6-5(2),(3)参照）。 東日本台風
R1.10.12 

東日本台風
R1.10.12 

※典型種のグラフの数字は個体数(1m2

あたり) 
※粒度組成のグラフの数字は％ 
※平成29年春季は、全地点方形枠(30cm
×30cm×10cm)使用 

※平成29年秋季以降は、各測線の -C-1
の地点はスミスマッキン(22cm×
22cm×10cm)、それ以外はコアサンプ
ラー(直径 15cm×深さ 20cm)使用 

 

粘土

シルト

細砂

中砂

粗砂

細礫

中礫

粗礫

ヤマトシジミ

ヤマトカワゴカイ

ヤマトスピオ



 

48 

第 17 回都市計画道路殿町羽田空港線ほか道路改築工事に関わる河川河口の環境アドバイザー会議 概要 

 

     

  

図 6-5(2) 底生生物典型種の確認状況と粒度組成        ＊H29 年秋季及び H30 年春季の調査地点と異なっているため最も近似の調査地点の結果を集計した 
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ヤマトシジミ

ヤマトカワゴカイ

ヤマトスピオ

＜埋め戻し完了後の確認状況＞ 

●埋め戻し完了後に調査を再開（R3 年度秋季以降）した 4-2-R-2 及び 4-3-R-2 では、埋め戻し前と同様ヤマトカワゴカイ及び少数のヤマトスピオが確認されたが、ヤマトシジミは確認されていない。 

※典型種のグラフの数字は個体数(1m2あたり)。粒度組成のグラフの数字は％。 
※平成 29 年春季は、全地点方形枠(30cm×30cm×10cm)使用。平成 29 年秋季以降は、各測線の -C-1 の地点はスミスマッキン(22cm×22cm×10cm)、それ以外は
コアサンプラー(直径 15cm×深さ 20cm)使用 

 

東日本台風
R1.10.12 
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図 6-5(3) 底生生物典型種の確認状況と粒度組成    ＊H29 年秋季及び H30 年春季の調査地点と異なっているため最も近似の調査地点の結果を集計した
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※平成 29年春季は、全地点方形枠(30cm×30cm×10cm)使用 
※平成 29年秋季以降は、各測線の -C-1の地点はスミスマッ
キン(22cm×22cm×10cm)、それ以外はコアサンプラー(直
径 15cm×深さ 20cm)使用 
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図6-6 ヤマトシジミの殻長組成 
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＜ヤマトシジミの殻長組成＞ 

 殻長計測は、底生生物調査地点のうち、Ｈ29秋季調査時にヤマトシジミが比較的多く確認された上流（測線1）の左右岸及び中州、計画区（測線4-2）の右岸、下流（測線5）右岸で採取した個体について行い、その後

の推移を確認した。 

●R4年度秋季調査では、地点1-L-1のみで1個体確認され、殻長10ｍｍ以下の稚貝であった。成貝はR4年度春季に続いて確認されなかった。 
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②干潟調査 

（１）調査目的 

 

（２）調査内容 

 

（３）調査手法 

 
（４）調査地点 

 

（５）調査時期 

 
 

 

（６）調査結果 

 

 

 
 

●計画区間周辺の底生生物の出現状況の確認し、今後浚渫･埋戻しが行われた際の変化について把握するた

めの基礎データとする。 

●底生生物…種数、個体数、湿重量、生息環境(粒度組成、強熱減量、COD、塩分、酸化還元電位、含水比 

●底生生物は、φ15cm の円柱状のコアサンプラーを用い、底泥を深さ 20cm まで採泥し、1.0mm 目のフ

ルイで砂泥を濾して採集。 

●計画区間周辺および上流部、下流部の干潟と河川内で調査を実施 

※埋戻し完了に伴い、アセス時の干潟ライン No.8、10、11 の+110～120m 付近の地点、また No.8、10、

11 の+80ｍの地点でも調査を再開 

 
 

●底生生物が多く出現する大潮時に合わせて、秋季は 10 月 6 日～8 日、および 10 月 25 日に実施した。 

 

干潟

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

春季：令和4年5月30日～6月2日

秋季：令和4年10月6～8、25日

●：調査実施

調査地点

底生生物
(干潟)

2回 ● ● 15地点

項目 回数 調査実施日
2022年(令和4年) 2023年(令和5年)

●R4 年度秋季も引き続き多毛類を中心とした底生生物相であった。ただし、No.8 では R4 年度春季に続いて貝

類の確認割合が他の地点と比較して多かった（図 6-7(2)(4)上のグラフ参照）。 

●R4 年度秋季と R３年度秋季の確認個体数を比較すると、No.11 は減少していたが、その他の地点はほぼ同様

であった（図 6-7(2)上のグラフ参照）。 

●R3.7 月の埋め戻し後、No.10+80m，+120m 及び No.11+80m，+120m では、確認個体数が少なく、主に

イトゴカイ科やムロミスナウミナナフシなどの多毛類が確認された。これらの地点について、浚渫前の H29 年

度秋季は、多毛類のほかに貝類や節足動物が確認された割合が高く、現時点では浚渫前の底生生物相には戻って

いないと考えられる（図 6-7(1)及び図 6-7 (2)上のグラフ   参照）。 

●No.8,10,11 における埋め戻し範囲内の箇所について、各測線の埋め戻し範囲外の箇所と確認種の構成を比較

すると、No.8 では貝類と多毛類、No.10,11 では多毛類で構成され、埋め戻し範囲と埋め戻し範囲外で確認種

の構成はほぼ同様であった（図 6-7(2)上のグラフ   参照）。 

※干潟範囲近傍の広域調査箇所（4-1-R-2）においても確認種は主に多毛類であった。 

大規模出水後の状況確認を行った地点 
埋戻し完了に伴い調査を再開した地点 
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[H29-R4 年度秋季比較]  

   
 

図６-7(1) 底生生物の平面分布（H29年～R１年度秋季） 
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図６-7(2) 底生生物の平面分布（R2年～R4年度秋季、出水後の比較） 
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[参考 H30-R４年度春季比較] 

   
 

図６-7(3) 底生生物の平面分布（H30 年度～R2 年度春季、出水後の比較） 
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図６-7(4) 底生生物の平面分布（R3 年度～R４年度春季、出水後の比較） 
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７．底質 

①広域調査 

（１）調査目的 

 

（２）調査内容 

 

（３）調査手法 

 

（４）調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）調査時期 

 

 

 

 

 

 

 

（６）調査結果  

 

 

 

●計画区間周辺の底生生物の生息基盤となる底質状況の現況を確認し、埋戻した干潟及び周辺の干潟や隣

接する生態系保持空間の底質推移状況を把握する。 

●粒度組成、強熱減量、COD、水温、酸化還元電位、底質中の塩分、底質の性状、臭気、泥温、泥色。 

●φ15cm の円柱状のコアサンプラーを用いて底泥を深さ 20cm まで採泥し、試料を持ち帰って粒度組成、

強熱減量、COD を分析。 

●水温、酸化還元電位、性状、臭気、泥温、泥色を目視等により現地測定。 

●東日本台風以前に中州であった 1-C-2 及び 2-C-2 では、東日本台風以降は中砂分が減少しシルト･粘土

分が多い状態が継続している。一方、同じく中州であった 3-C-2 では R4 年度春季に細砂分が増加し、シ

ルト・粘土分が減少した（図 7-1  参照）。 

●左岸側は、全地点で細～中砂の割合が高く、シルト･粘土の割合は減少もしくは低い状態を維持している。 

●右岸側は、1-R-1 及び 2-R-1 ではシルト・粘土の割合が高く、3-R-1 では中砂の割合が増加した。全地

点でシルト･粘土の割合は減少もしくは横ばい状態が継続している（図 7-1  参照）。 

●埋戻し箇所の地点である 4-2-R-2、4-3-R-2 では、浚渫前の H29 年度春季～秋季と同様、砂分が 90％

以上の粒度組成となっている（図 7-1  参照）。 

●粒度組成以外の調査項目については大きな変化は確認されなかった。 

●これまでの状況を踏まえると、底質の変化については、河川の構造や出水等の影響が大きいと考えられる。 

●計画区間周辺および上流部、下流部の干潟と河川内で調査を実施 

 

●底質調査は、底生生物調査と同時に実施し、秋季は 10 月 6 日～8 日、25 日に実施した。 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

春季：令和4年5月30日～6月2日

秋季：令和4年10月6～8日、25日

●：調査実施

8側線32地点●底質(広域) 2回 ●

項目 回数 調査実施日
2022年(令和4年) 2023年(令和5年)

調査地点
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※グラフの数字は％、赤点線（  ）は東日本台風発生日（R1.10.12）、網掛けは東日本台風直後（R1.10.28）に調査実施した地点。 

 

図7-1 粒度組成の推移(広域)     
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■ 粘土

■ シルト

■ 細砂

■ 中砂

■ 粗砂

■ 細礫

■ 中礫

■ 粗礫
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②干潟調査 

（１）調査目的 

 

（２）調査内容 

 

（３）調査手法 

 

（４）調査地点 

 
（５）調査時期 

 

（６）調査結果  

 

●計画区域周辺の底生生物の生息基盤となる底質の現況を確認し、浚渫・埋め戻し後の底質環境の変化に

ついて把握する。 

 

●粒度組成、強熱減量、COD、底質中の塩分、酸化還元電位、含水比 

 

●φ15cm の円柱状のコアサンプラーを用いて底泥を深さ 20cm まで採泥し、試料を持ち帰って粗度組成、

強熱減量、COD を分析。 

●酸化還元電位、塩分の測定、含水比について現地測定。 

●計画区間周辺および上流部、下流部の干潟と河川内で調査を実施 

※埋戻し完了に伴い、アセス時の干潟ライン No.8、10、11 の+110～120m 付近の地点、また No.8、10、

11 の+80ｍの地点でも調査を再開 

 

 

●底質調査は、底生生物調査と同時に実施し、秋季は 10 月 6 日～8 日、25 日に実施した。 

 
※R3 年度春季まで工事箇所で調査できなかった No.8+80ｍ、No.10+80m、No.11+80m について R3 年度秋季より再開。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

春季：令和4年5月30日～6月2日

秋季：令和4年10月6～8日、25日

●：調査実施

計 画区 周辺の干潟
上の15地点

●底質(干潟) 2回 ●

項目 回数 調査実施日
2022年(令和4年) 2023年(令和5年)

調査地点

●No.8+40ｍでシルト･粘土分が増加したが（図 7-2  参照）、それ以外の地点では減少または横ばい状態

が継続している。 

●埋戻し箇所の No.8，10，11 の+80m 地点では、細～中砂の割合が高く、浚渫前とほぼ同じ組成となっ

ている（図 7-2  参照）。一方、No.8，10，11 の+120m 地点では、R4 年 10 月時点でシルト・粘土

の割合が 90%以上となっており、東日本台風に伴う出水の影響であると推測される（図 7-2  参照）。 

●粒度組成以外の調査項目については大きな変化は確認されなかった。 

●干潟部分の底質は、今後も出水や干満の流れ等により少しずつ変化すると考えられる。 

大規模出水後の状況確認を行った地点 
埋戻し完了に伴い調査を再開した地点 
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※グラフの数字は％、網掛けは工事箇所にかかる調査地点 

図7-２ 粒度組成の推移(干潟)  
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R3.7 月(埋戻し後)干潟等深線図 R４.10 月干潟等深線図 

 
 

 

＜埋め戻し後の地形変化と底質の変化＞ ※埋め戻し実施はR3.7月 

●主に細砂で埋め戻し後にA.P.=0m未満となったNo.8+80m、No.11+80m、広域調査地点4-2-R-2、4-3-R-2では、細砂の割合が50～65％、中砂の割合が30%であり、埋め戻し後の底質に概ね変化はみられない。

●埋め戻し後、法面株周辺に該当する地点、No.8+120m、No.10+120m及びNo.11+120mでは、シルトの割合が55～75％を占めていて、最も高い。 
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●令和5年度の事後調査計画について

供用後の事後調査計画：策定方針

①調査期間は、項目ごとに設定し、１～３年間を基本とする。調査開始は、令和4年度からとし、調査期間中に目標達成がされない場合は、追加の調査を行う。

②工事中の調査の結果、工事の影響が見られなかった「1.水質・水象、3.植物（重要種の生育状況、ヨシ群落の範囲）、5.魚類、9.藻類（アサクサノリ）」については、1年間を基本として調査を行う。

③「順応的管理による海辺の自然再生」及び「海の自然再生ハンドブック」に基づき、主要生物の定着が8か月、安定性を2年以上確認するとされているため、「11.干潟の底生生物」については、3年間を基本として調査を行う。

⑤「順応的管理による海辺の自然再生」に基づき、鳥類（シギ・チドリ類）の採食地や休息地への影響を確認するため、「4.鳥類」については、令和4年度からの3年間を基本として調査を行う。

⑥第13回アドバイザー会議の意見に基づき、工事期間中の調査によって十分に安定性を確認されており、工事における影響はないと判断したことから、「13．微細藻類」については、事後調査を行わない。

⑦令和3年2月に橋梁の桁架設が完了したことから、橋梁によって発生した日陰の影響を確認するため、「14.橋梁下の植物」については、2年間を基本として調査を行う。

⑧事後調査の調査範囲及び調査期間については、令和4年度以降の調査結果を基にアドバイザー会議に諮り、適宜、見直しを行う。

※供用後の交通渋滞の有無を確認することが環境影響評価の審査書で定められているため、「8.交通混雑」については、1年間調査を行う。

⇒令和4年度（供用後1年目）の調査結果を踏まえ、令和5年度の調査を以下のとおり提案する。　青字：予定どおり終了　赤字：期間を1年延長　桃色：調査内容を変更して実施

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

調査期間

目標達成評価期間

調査期間

目標達成評価期間

調査期間

目標達成評価期間

調査期間

目標達成評価期間

調査期間

目標達成評価期間

調査期間

目標達成評価期間

調査期間

目標達成評価期間

8 交通混雑 交通量 秋 3地点（計画区周辺） 〇 - 1年間 - 秋
6地点（アセス時調査3地点、アセス
時予測1地点、橋梁部2地点） 調査期間

調査期間

目標達成評価期間

調査期間

目標達成評価期間

調査期間

目標達成評価期間

調査期間

目標達成評価期間

調査期間

目標達成評価期間

④第13回アドバイザー会議の意見に基づき、「11.干潟の底生生物」の影響を確認するため、「2.干潟の地形変動（広域）、6.底生生物、7.底質、10.干潟の地形変動（計画区周辺）、12.干潟の底質」と「11.干潟の底生生物」の調査期間は同一にすべきと判断したことから、3年間を基本として調査を行う。

春・秋 1地点（川崎側橋梁桁下） 新規調査
〇上部工が令和3年2月に架設されたこと
から、2年間とする。

2年間、安定性を確認する。 春・秋

表　多摩川スカイブリッジ整備に伴う環境影響調査内容及び事後調査計画について

- - - -

14 橋梁下の植物 ヨシ生育状況 - - × 橋梁桁下

13 微細藻類
クロロフィル-a、フェ

オ色素 - - × 春・秋 2地点（計画区周辺）
調査結果：台風による変化有
考察：工事の影響無し

〇新たに干潟の埋戻しを行うことから、主
要生物が定着し、安定を確認するため、工
事完了後3年間とする。

3年間、安定性を確認する。 春・秋 工事中（当初）と同じ

12 干潟の底質
粒度組成、強熱減

量等 - - × 工事中（当初）と同じ春・秋
当初：15地点（計画区周辺）
干潟掘削後：9地点（計画区周
辺）

調査結果：台風による変化有
（粒度組成）
考察：工事の影響無し

〇新たに造成した干潟の影響を比較・確
認するため、3年間とする。

埋め戻した干潟の安定性を
確認する。

春・秋

11 干潟の底生生物 種数、個体数等 - - × 春・秋
当初：15地点（計画区周辺）
干潟掘削後：9地点（計画区周
辺）

調査結果：台風による変化有
考察：工事の影響無し

春・秋 計画区周辺260m×140m
調査結果：台風による変化有
考察：工事の影響無し

〇新たに造成した干潟の影響を比較・確
認するため、3年間とする。

埋め戻した干潟の安定性を
確認する。

春・秋10
干潟の地形変動
（計画区周辺）

地形測量 - - ×

計画区周辺（左右岸）の水際に
50m間隔で設置した8側線

調査結果：台風による変化有
考察：工事の影響無し

〇調査結果より工事の影響は確認されな
いが、変動が生じていることから、1年間と
する。

工事中の調査結果と比較
し、安定している。

冬
1回/年

工事中と同じ

-

ア
セ
ス
対
象
外

9
藻類

（アサクサノリ）
生育数、生育基盤、

最大葉長 - - ×
冬

1回/年

調査範囲の8側線
30地点（船上8地点、陸上22地
点）

調査結果：台風による変化有
考察：工事の影響無し

〇新たに造成した干潟の影響を比較・確
認するため、3年間とする。

埋め戻した干潟の安定性を
確認する。

春・秋 工事中と同じ

-

工事中と同じ

7 底質
粒度組成、
強熱減量等

春・秋 計画区周辺の3地点 〇 春・秋

春・秋
調査範囲の8側線
30地点（船上8地点、陸上22地
点）

調査結果：変化無し
考察：工事の影響無し

〇新たに造成した干潟の影響を比較・確
認するため、3年間とする。

埋め戻した干潟の安定性を
確認する。

春・秋

工事中の調査結果と比較
し、安定性を確認する。

春・夏・秋・冬
4回/年

アセス時と同じ

6 底生生物 種数、個体数等
春・夏・秋・冬
4回/年

計画区周辺の5地点 〇 工事中と同じ

工事中と同じ

4 鳥類
典型種の出現種数
確認例数、
飛翔高度等

春・秋・冬
5回/年

計画区周辺の3地点 〇 工事中と同じ

5 魚類 出現種、個体数等
春・夏・秋・冬
4回/年

3か所
（計画区周辺の左岸・中
央・右岸）

〇
春・夏・秋・冬
4回/年

5か所
（計画区周辺の左岸・中央・右
岸
・右岸下流、左岸上流）、タイド
プール

調査結果：変化無し
考察：工事の影響無し

春・秋・冬
5回/年

多摩川0kp～2kp（5地点）
調査結果：変化無し
考察：工事の影響無し

〇シギ・チドリ類が採食地や休息地としての
活用を確認するため、3年間とする。

3年間、安定性を確認する。
春・秋・冬
5回/年

〇調査結果より安定性は確認されているこ
とから、生活史の産卵が継続して確認するた
め、1年間とする。

調査結果：変化無し
考察：工事の影響無し

春・秋 多摩川0kp～2kp
調査結果：台風による変化有
考察：工事の影響無し

〇新たに造成した干潟の影響を比較・確
認するため、3年間とする。

埋め戻した干潟の安定性を
確認する。

春・秋2
干潟の地形変動

（広域）
地形測量 春 多摩川0kp～1.6kp 〇

〇調査結果より安定性は確認されているこ
とから、1年間とする。

工事中の調査結果と比較
し、安定性を確認する。

秋

6地点
（上流部2・中間部3・下流部1)

調査結果：変化無し
考察：工事の影響無し

〇調査結果より安定性は確認されているこ
とから、1年間とする。

工事中の調査結果と比較
し、安定性を確認する。

春・夏・秋・冬
4回/年

アセス時と同じ

工事中と同じ

ア
セ
ス
対
象

1 水質・水象 塩分・DO・濁度等
毎月
12回/年

3地点
（上流部1・中間部1・下流
部1)

〇
春・夏・秋・冬
4回/年

工事中調査箇所等

3 植物 重要種の生育状況 秋
計画区周辺
注目種生育地点
ヨシ群落範囲

〇 春・秋
計画区周辺
注目種生育地点
ヨシ群落範囲

アセス時 工事中調査（アドバイザー会議対象） 事後調査

番号 調査項目 調査内容 調査時期 調査箇所
事後調査
アセス対象

調査時期 項目
事後調査期間

調査結果・考察 調査期間 達成目標 調査時期
工事完了後
調査箇所

資料-8

■ヨシ群落範囲のみ継続を提案
理由：ヨシ草高が架橋の影響で低くなっている傾向が見られるが、
群落面積は増加。今後、事業実施によるヨシ群落への影響を高
さ・面積の観点から一体的評価するため、ヨシ群落範囲の調査は
継続。

■予定通り終了
理由：供用後調査で特異な結
果が確認されていないため

■予定通り終了
理由：供用後調査で特異な結
果が確認されていないため

■令和5年度は秋季のみ実施
理由：ヨシが最も生長する秋季のみの調査とした方
が良いとのアドバイザー会議意見（第16回）

■予定通り終了
理由：供用後調査で特異な結
果が確認されていないため
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